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演能空間における謡と囃子の伝わり方 
―「弘化勧進能絵巻」復元研究― 
 
How transmitted of singing and accompaniment in Noh space 
-“Koka Kanjin-Noh picture scroll” restration study- 
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In this paper , I understand the nature of the space in the Noh theater of the Edo era . I do consider in particular 
how to hear the sound in the Noh stage . In addition , I will try it Noh stage to be drawn in the " Koka Kanjin-
Noh picture scroll (Collection of Nogami Memorial Noh Institute of Hosei University ) " , the restoration of . 
This restoration is based on the study of the properties of the space in the Noh theater of the Edo Period text.  
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１． はじめに 
本研究は江戸時代における能舞台及び見所（観客席）に
おける演能空間での舞台音の伝わり方を考えることを目
的としている。江戸時代において興行目的で行われる大
規模な勧進能いくつか存在したが本研究では江戸時代末
期に行われた弘化 5 年の勧進能を対象としている。能楽
の芸能の特殊性により能舞台の形態形成の変遷に伴う見
所の変化、先行研究を踏まえての弘化勧進能全体の復元
を行い、その見所での舞台音の伝わり方を音響ソフトを
用いてシミュレートを行っている。 
また、以上の弘化勧進能の研究をふまえた上で、野上記
念法政大学能楽研究所所蔵の『弘化勧進能絵巻』に書かれ
た演能空間の復元を行う。 
 
２． 演能の空間構成 
（１）舞台・・・演者 
現在では能を演じるにあたって能舞台は欠かせない存
在といえる。しかし、能の期限である猿楽が発祥したころ
は庭などを用いて演じられていた。 
現在みられるような橋掛かりのある能舞台が現れるよ
うになったのは貞和 5 年(1349 年)に四条河原で行われた
勧進能であり、当時初めて橋掛かりの存在が確認できた。
形状や橋掛かりの掛かり方も現代とは異なり、舞台の左
右に１本ずつで反り橋の形状をとっていた。この後室町
時代後期には舞台後方 1 か所から伸びる橋掛かりが形成
され、さらに桃山時代には橋掛かりの角度、位置関係等の
平面構成の改良や規格の一定化が進み、現在のような能
舞台となっていった。基準となる能舞台の体系が江戸城
表舞であり、弘化勧進能の舞台は舞台寸法、装飾から江戸
城表舞台に次ぐ格式の高さを持っており、これにより能
楽の中での勧進能の格式の位置づけは高いものであった
事が推測できる。 
（２）畳場・入込場・桟敷 
能楽では行われる演目の主人公が亡霊や神などの「人
ならざる者」が多く、その為に舞台空間は見所とは別世界
のような空間となりうる。この世ではない世界を「奥」と
いう建築的な空間の表現をするにあたっては舞台から見
所を奥へ奥へと遠ざけることで距離が遠い=奥行き感が
出てくるのではないかと思うのだが、能舞台の平面構成
を見てみると演能空間では奥行が長いというよりかは舞
台に対して横への広がりが強い空間であるように思える。
これは能の芸能としての特殊性に起因している。また、橋
掛かりの角度によって見所の空間の形状が変化していく
ことが勧進能に顕著にみられた。橋掛かりの存在が見ら
れた貞和 5 年(1394 年)四条河原勧進能では桟敷席が舞台
を囲みほぼ円形であったのが弘化 5 年の勧進能では特殊
な形状をとっている。(図 1) 
 
３． 演者と観客の距離 
（１）常設舞台 
その舞台を設置状態で分けると常設的に建てられた舞
台と仮設的に建てられた舞台がある。それぞれの舞台は
能を演じる意味やその背景によって異なっていると考え
られ、設の舞台の例としては大江宏設計の国立能楽堂や
宝生能楽堂、佐渡島に点在する神社の境内に建てられた
ものが挙げられる。この２つの能舞台に共通する点は 
１． 外部空間と演能空間との隔離 
２． 不変的な空間環境の維持 
である。 
また常設の舞台で行われる能は集客を目的としていな
いので、脇座裏の演者が見にくく音が聞こえにくいであ
ろう空間には見所が存在しない。 
（２）仮設舞台 
仮設の能舞台に挙げられるのが文化 14年の勧進能や弘
化 3 年の勧進能である。舞台を仮設とする要因として、
勧進能は幕府が興行目的として一時的に行うものであり、
敷地は個人所有のものではなく火除明地や馬場、的場な
どの広大な公共地を利用するために興行が終わった後、
更地に戻さなくてはならないので常設として建設するこ
とが出来ないことが理由にある。この勧進能においては
「文化十四年幸橋勧進能仕様留帳」という勧進能の建設に
関わる詳細な資料が残っている。そしてこれを基に大谷
節子氏が「『文化十四年幸橋勧進能仕様留帳』解剖と解読」
の研究を行っているのでこれを既往研究として参考にす
る。勧進能の仮設舞台の演能空間は横に長い大規模な空
間となっており、最大の特徴が常設舞台の見所には存在
しなかった地謡裏の見所も見られ舞台が囲われているこ
とだ。この空間は平面的に常設の舞台における演能空間
にはなかった見所である。この空間の存在する理由とし
て文化年間、弘化年間の勧進能の場合は演者が幕府に直
接願い下げて能大夫が名誉と利益のため行う一世一代勧
進能であるという事だ。個人的に行うものではなく幕府
の援助があり興行的に行われるものであるので多くの人
に見てもらう必要があり、それに伴い見所の規模も相応
に規模の大きいものとなったと考えられる。 
（３）弘化勧進能 
弘化 5 年に神田筋違橋御門外の火除明地を利用し開催
された宝生流の一世一代勧進能である。文化 13 年の勧進
能と同様に仮設の舞台である。演能空間は舞台、畳場、入
れ込み場は図のようになる。シテ柱から舞台から見て右
側の橋掛かりに近い桟敷席の前面までの距離は約 93 尺
(28.17m)、目付柱から御桟敷正面までの距離は約 75 尺
(22.72m)、笛柱から町奉行桟敷全面までの距離は約 63 尺
(19.17m)である。畳場、入れ込み場の土間席のみの総坪数
は合計で約 381 坪（約 1260 ㎡）でありこの数値からも演
能空間の規模の大きさが読み取れる。弘化勧進能の見所
の上部には油障子と葦簀張りの屋根がかかっており演能
空間の一体化が図られている。演能空間は屋根がかかっ
ているものの舞台側は材質を考慮すると音響効果は薄い
と考えられる。これより勧進能の見所の特徴として 1． 常設舞台では実現できない規模の演能空間 2． 桟敷、屋根による空間の一体感の形成 
の 2 つが挙げられる。 
４． 謡と囃子のシミュレーション 
（１）舞台における謡の方向と伝わり方 
演者、地謡、囃子方から発せられる音の方向は一直線
である為、演目によっては音源の方向によって舞台から
の音を聞きやすい場所と聞きにくい場所が存在するはず
である。この違いについて演目の中での音の方向の違い
を検討するために、まずは実際に行われていた演目と同
じものの映像を見ながら演目中に演者が舞台から A、B、
C の 3 方向に演目の長さに対してどのくらいの割合で正
面を向けているのかを検証してみた。(図２) 
宝生流「羽衣」、「高砂」の映像を用いで検証したところ
両演目共に A に対する割合が大きい。加えて謡方は脇座
から常に A の方向を向いて謡っている。このことから常
設舞台、仮設舞台に関わらず全体的な橋掛かり方向の見
所長さが長くなっているのが能楽の演出の音方向の特殊
性によるものを考慮していたのではないという事が考え
られる。 
 羽衣 綾鼓 
A 64% 65% 
B 27% 21% 
C 7% 11% 
（２）雑音に関する考察 
能楽堂などで行われる能も観客は大声を発しながら鑑
表 1 演目と各方向への演者の向きの割合 
図 1 弘化勧進能 全体図 
A C 
B 
図 3-1 音の方向のエリア分け 図 2 弘化勧進能 方向エリア分け 
賞することはない。薪能の場合は夜間に行われる為、外部
の騒音も無くとても静かな環境の中で能が行われる。し
かし町入能や勧進能では今まで武士階級の人々加のみの
空間の中に能楽を知らない庶民も一緒になって鑑賞する。
勧進能に至っては町入能に比べて規模が桁違いに多い空
間で行われる。その為一人の小さな声でも何千人と集ま
れば雑音はより大きなものとなってしまう。見所の環境
も、能を開催する目的が祭事や祝辞ではなく、非日常的な
空間でお祭りのような感覚のものであり、能をほとんど
知らない町人も入っていたので騒がしかったことが予想
される。 
（３）謡と囃子の音の復元 
シテ方、謡方、囃子方の各音の周波数を決め、その周波
数と同じ音をラウドスピーカーを使用し発生させること
で演能空間の見所平面での音圧分布がどうなっているの
かを音響シミュレーションソフトを用いて検証してみた
い。仮想空間の設定は幅 60m、奥行 35m の弘化勧進能の
演能空間を納めることが出来る空間の中において舞台の
位置と同じ位置で音を発せさせる。見所での測定する高
さは 1.0m とする。この空間の高さは 5m であり、床、壁
面の反射は考慮していない。各音の大きさは音源正面か
ら 5m の位置で 84.0dB、シテ方、謡方、囃子方の周波数
はそれぞれ CD 音源から解析を行い 400Hz、500Hz、
2000Hz の 3 つの値でシテ方、囃子方は舞台正面、謡方は
橋掛かり方向を向いて音を発している条件でシミュレー
ションを行う。 
結果から音の発せられる方向による聞こえやすさの違
いは明確であり、音源から近い畳場の正面においてはす
べての音がバランス良く聞こえていた事がわかる。入れ
子み場では一番良く聞こえる範囲が脇正面であり脇座裏
の見所においては演目の内容がわかる程度には聞こえて
いたと判断できる。桟敷席ではどの位置においても音源
から距離が長いので聞こえる音の大きさは必然的に小さ
くなってしまい、場所によりシテ方、謡方、囃子方それぞ
れの聞こえる音、聞こえない音が分かれてくる結果とな
った。また、周波数が低い方が音の伝わりがいいような結
果となったが、シテ方と謡方の周波数の高さは見所の雑
音の高さと似てくるのでセリフを聞き取ることは困難で
あったと思われる。 
５． 結章 
現在の能舞台の構成が現れ始めたのが室町時代であり、
その後江戸時代中期には江戸城表舞台を基とした能舞台
の寸法体系の基準が出来上がり形式化されていった。舞
台の格式はこの江戸城表舞台が最も高いとされ、以降能
舞台を建設する際には寸法の縮小、舞台装飾の簡素化、部
材の材質の質を落とすなどの格式を下げた舞台がつくら
れるようになった。この舞台の形式化に伴って見所の形
状も変化していき、現在の能舞台の構成が現れ始めたの
が室町時代で、その後江戸時代中期には江戸城表舞台を
基とした能舞台の寸法体系の基準が出来上がり形式化さ
れていった。舞台の格式はこの江戸城表舞台が最も高い
とされ、以降能舞台を建設する際には寸法の縮小、舞台装
飾の簡素化、部材の材質の質を落とすなどの格式を下げ
た舞台がつくられるようになった。この舞台の形式化に
伴って見所の形状も変化していった。 
舞台が国立能楽堂のような常設の場合と弘化勧進能の
ような仮設の場合では能を行う立地の特性も演ずる目的
も違う為、集客人数にも応じて見所の距離、位置が大きく
変わってくる。 
弘化勧進能の演能空間でシテ方、謡、囃子の舞台音が見
所へどのように伝わっていたかのシミュレーションを行
った結果、畳場がすべての舞台音を均一に聞くことので
きる範囲であることが判明した。入れ込み場、舞台正面の
御桟敷では音は聞こえるものの、畳場ほど大きな音では
伝わって来ていない。また脇座後方の見所では畳場後列
から桟敷席にかけて音があまり伝わっていない事が判明
した。勧進能の見所の規模、環境では必然的に音源から遠
くなるほど伝わる音は小さくなってしまう。加えて音の
発せられる方向が多方向に及ぶという能楽の特殊性によ
って音源から距離が遠い桟敷席では場所によりシテ方、
謡、囃子それぞれの音の聞こえ方に大きな差が表れてく
る事も判明した。このことより弘化勧進能の見所が一般
の劇場とは異なり横に広がりを持つ独特の形状をしてい
る理由が他の芸能とは異なる舞台からの 2 方向による音
の伝わり方に起因する可能性があること判明した。 
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